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学校番号 Ｔ０２０６ 

令和元年度 数学科 

教科 数学 科目 数学Ⅱ（選択Ｄ群） 単位数 ２単位 年次 ３～４年次 

使用教科書 新 高校の数学Ⅱ （数研出版） 

副教材等   

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・２年生までの数学Ⅰを復習しながら、図形と方程式、微分法と積分法について学習します。また、

社会生活において数学が活用されている場面を知ったり、学習の中で数学的思考力を養うことで、

身近な事象を数理的に考察する技能を身につけたりします。 

・わからないことはすぐに授業担当者に質問をしても構いません。わからないことをそのままにして

おくことはやめましょう。 

・授業に出席することが基本です。欠席が多いと授業内容を理解することが難しくなります。 

・定期テストは授業内容を中心に出題されます。教科書や授業プリントをなくさないようにしましょ

う。 

 

２ 学習の到達目標  

図形と方程式、微分法と積分法についての基礎的な知識や技能を習得します。 

その中で、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにします。 

また、それらを活用する態度を身に付けることを目標とします。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a.関心・意欲・態度 b.数学的な見方や考え方 c.数学的な技能 d.知識・理解 

観点の 

趣旨 

図形と方程式、微分

法と積分法の考え方

に関心をもつととも

に、数学のよさを認

識し、それらを事象

の考察に活用しよう

とする。  

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過

程を振り返り多面的・

発展的に考えたりする

ことなどを通して、図

形と方程式、微分法と

積分法における数学的

な見方や考え方を身に

付けている。  

図形と方程式、微分

法と積分法におい

て、事象を数学的に

表現・処理する仕方

や推論の方法などの

技能を身に付けてい

る。  

図形と方程式、微分

法と積分法における

基本的な概念、原

理・法則などを体系

的に理解し、知識を

身に付けている。  

評価 

方法 

学習活動への取り組み 

提出プリント 

観察等 

定期考査 

提出プリント 

小テスト 

観察等 

定期考査 

提出プリント 

小テスト 

観察等 

定期考査 

提出プリント 

小テスト 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

内
容 

単元 

（題材） 
学習内容 

主な評価の 

観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

前 

期 

図
形
と
方
程
式 

点と直線 直線上の 

点と距離 

  〇  ａ：線分の内分点，外分点を数

直線上で考察しようとす

る。 

 

ｂ：直線が x，yの１次方程式で

表されることを理解してい

る。２直線の平行・垂直を，

傾きに着目して考察するこ

とができる。 

 

ｃ：数直線上において，２点間

の距離を求めることができ

る。数直線上において，線

分の内分点，外分点の座標

が求められる。座標平面上

において，２点間の距離の

公式を理解し，距離が求め

られる。座標平面上におい

て，２点間の距離の関係を

式に表し，点の座標などを

求めることができる。与え

られた条件を満たす直線の

方程式の求め方を理解し，

それを利用して直線の方程

式を求めることができる。

２直線の交点の座標を，連

立方程式を解いて求めるこ

とができる。 

 

ｄ：座標平面上において，線分

の内分点，外分点の座標が

求められる。x軸に垂直な直

線は y＝mx＋nの形に表せな

いことを理解している。２

直線の平行・垂直条件を理

解しており，それを利用で

きる。 

定期考査 

 

提 出 プ リ

ント 

 

学習活動へ

の取り組み 

 

観察等 

直線上の内

分点・外分点 

〇  〇  

平面上の 

点と距離 

  〇 〇 

平面上の内

分点・外分点 

   〇 

直線の 

方程式 

 〇 〇 〇 

２直線の 

関係 

 〇 〇 〇 
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前 

期 

図
形
と
方
程
式 

円 円の方程式  〇 〇 〇 ｂ：円上の点と中心との距離が

一定であることに着目し，

円の方程式について考察で

きる。１次と２次の連立方

程式では，計算しやすい方

の文字を消去して考えるこ

とができる。円と直線の共

有点の個数と２次方程式の

解の個数を関連付けて考察

できる。 

不等式を満たす解を，座標

平面上の点の集合として考

察することができる。 

 

ｃ：与えられた条件を満たす円

の方程式の求め方を理解

し，円の方程式を求めるこ

とができる。x，y の２次方

程式を変形して，その方程

式が表す図形を調べること

ができる。円と直線の共有

点の座標を求めることがで

きる。不等式の表す領域を

図示することができる。 

 

ｄ：円と直線の位置関係には３

つのパターンがあることを

理解している。連立不等式

の表す領域を図示すること

ができる。 

 

定期考査 

 

提 出 プ リ

ント 

 

学習活動へ

の取り組み 

 

観察等 

円と直線  〇 〇 〇 

２つの円    〇 

不等式と 

領域 

 〇 〇 〇 

後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

微分法 平均変化率 〇    ａ：平均変化率を求めるために，

xの変化量と yの変化量を調

べようとする。関数の増減

や極値を調べ，３次関数の

グラフをできるだけ正しく

かこうとする。 

 

ｂ：グラフ上の２点を通る直線

の極限が接線となることを

理解しており，微分係数の

定義と関連付けてとらえる

ことができる。接線の傾き

で関数の増減が調べられる

ことを理解している。 

定期考査 

 

小テスト 

 

学習活動へ

の取り組み 

 

課題・提出

物の状況 

 

観察等 

微分係数   〇 〇 

導関数    〇 

導関数の 

計算 

  〇  

接線  〇 〇  
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後
期 

微
分
法
と
積
分
法 

微分法 関数の増減  〇 〇  ｃ：微分係数の定義を理解し，

それを求めることができ

る。導関数の性質を利用し

て，種々の導関数の計算が

できる。公式を利用して，

接線の方程式を求めること

ができる。導関数を利用し

て，関数の増減を調べるこ

とができる。導関数を利用

して，関数の極値を求めた

り，グラフをかいたりする

ことができる。 

 

ｄ：極限値を計算して微分係数

を求めるとき，分母の h は

０でないことを理解してい

る。定義に基づいて導関数

を求める方法を理解してい

る。 

 

定期考査 

 

提 出 プ リ

ント 

 

学習活動へ

の取り組み 

 

観察等 

関数の極大

値，極小値 

〇  〇  

積分法 不定積分   〇 〇 ａ：面積 S(x)が関数 f(x)の原始関

数であることに興味・関心

をもち，考察しようとする。 

 

ｃ：不定積分の定義や性質を理

解し，不定積分を計算する

ことができる。与えられた

条件を満たす関数を，不定

積分を利用して求めること

ができる。定積分の定義や

性質を理解し，定積分を計

算することができる。定積

分を利用して，面積を求め

ることができる。 

 

ｄ：不定積分の定義や性質を理

解している。定積分の定義

や性質を理解している。 

 

定期考査 

 

提 出 プ リ

ント 

 

学習活動へ

の取り組み 

 

観察等 

不定積分の 

計算 

  〇  

定積分   〇 〇 

定積分と 

面積 

〇    

面積の計算   〇  

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について、 

○を付けている。 

 


